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 近年，計算機のハーIドウェア及びソフトウェアの発展に伴い，データの可視化のための方法が注目さ
れるようになってきた．勿論，データの持つ情報の縮約法としての統計グラフィックスは以前から用い
られていた．データの分布を表わすのに，ヒストグラムやステムアソドリーブ等がよく用いられてきた
と思われる．しかし，後者のステムアソドリーブは，ラインプリンターやキャラクタ端末時代のデータ
の可視化法と言える．ビットマップディスプレイ，描画も可能なべ一シプリソターを利用できるように
なった昨今では，より高度た統計グラフィックスを容易に用いることができるようにたっている．筆者
は，ヒストグラムを用いるより，ある場合には，ボックスプロットを用いた方が良いように思うが，ボッ
クスプロットも，適切に表示することが可能になったのは，最近の表示デバイスの発展によるところが
多いものと思われる．また，多変量解析を行なう前にデータの分類を視覚的に行なうために用いるチャー
ノフの顔等は，その最たるものであり，ビットマップディスプレイの出現により初めて実用的にたった
